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第 2 回横濱学生映画祭

横浜国際映像文化祭2003

学校対抗部門グランブリ受賞

Az. Cont est 2003 
準グランブリ／観客賞受賞

第13回あきた十文字映画祭

新人監督コンペティション

「北の十文字賞」／観客賞受賞

• a の

第 7 回JPPA AWARDS 2003 

学生部門エディティング・カテゴリー II 部門

ゴールド賞受賞

全国ハンセン病療養所入所者協議会推薦
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如淳亀西扇贔面ゎぃて滋ぃてぶ
若い北条は荒ぶる魂にまかせて自己の悲惨と救済の物語を書き継いでいったが、

この老人たちの谷遍iこ満ちた言葉の輝きはどうだ。
北条など比較にならぬほどながい時を生きて、いま語りはじめてみれば、
彼らの言葉は大きな川のようだ。
映画には、告発も批判もふくまれていない。三者三様の、ありのままの姿が描かれる。

若い映像作家たちの、覚悟のあらわれであろう。

撮る側と撮られる側の真摯さと理解が、静かに響き合って生まれた佳作である。

作家高山文彦
心から美しい絵をみたと思った。

絵は三点のお年寄りの肖像画である。女性ひとりと男性ふたり。

三人が三人とも、顔の輪郭が溶けていたり、口跡が慧かったり、目の光が奪われている。

そうかハンセン病の元患者さんなんだと思う。

だがそんなふうに考えるのはほんのひとときにすぎない。
じっとみつめていると、三人三様の、存在の色気とでも呼びたいものがただよってくる。

絵のなかからいのちの裸身が景り出してきて、語りかけてくるのだ。

知らず知らずのうちに笑顔で応答している私がいた。 社会評論家芹沢！｛綾介•

物語

0 の
—推薦―

全国ハンセン病療養所入所者協議会
カトリック視聴覚メディア協議会
財団法人キリスト教視聴覚センター

製作総指揮原一男

10デュ一9ー・編集 原田芙有子

撮影剣持文則

録音大池正芳

監督・編集今田哲史
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群馬県草津町にある国立ハンセン病療養所、栗生楽泉園。今も 250人以上の入所者が暮らしている。

、 遠い昔に追われた故郷闘いはまだ終わってはいない
'1999lL こだま

9999999コ:,―,ーナハンセン病違憲国賠訴訟を勝訴に導いた闘士、絣雄二さん(70)。療養所を誰もが自由に利用できる総合医癒福祉ｷ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

施設にするため、日夜活動に励む。園の仲間と、居ながらにして社会復帰したいと考えている。しかし一方で、療養

所の外で社会生活を送りたい、その思いが心の中に捨てきれずにある。絣さんは、自分の原点を見つめるために、

故郷へと旅立つ。

：：：：：：；；日門：：の来：：：：心t::。さ:431:：：つ郷てへき；こ里：こり4で年：の門l息な̀ :9芯襄;i:
出会う。そして二人の文通が始まった

には期待と不安が入り交じる。

描き

川に

裁判の勝訴から約1年、長い隔離生活を送ってきた彼らはどのように社会と向き合っていくのだろうか一—

2004年6月19日（土）より感馳のロードショー！
_AM.10:50より1 回上映（終了11:55) | 

PM.8:40 ょり 1 回上映（終了9:45) | 
•：◆期間中、トークイベントも実施！ 詳しくは劇場までお問い合せください。

特別鑑賞券1000円好評発売中！
当日券／一般1300円、学生1100円、高・中・小・シニア1000円

シネ・ヌーヴォ
地下鉄中央線「九条駅」
6番出口下車、徒歩 3分
（大阪市西区九条1-20-24)

TEL.06-6582-1416 — http://terra.zone.ne.jp/ 
cinenouveau/ 


